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北海道大学病院 腫瘍センター長から
希少がんについて学ぼう

講演者

＜プロフィール＞
1988年 北海道大学医学部卒業、同内科学第一講座入局
2019年 北海道大学病院 教授（がん遺伝子診断部）、がん遺伝子診断部長
2022年 北海道大学腫瘍内科科長（兼）
2024年 北海道大学病院 腫瘍センター長（兼）
日本臨床腫瘍学会・協議員
日本肺癌学会・評議員 日本癌学会・評議員

北海道大学病院 腫瘍センター長
木下 一郎

視聴
期間

2026年 7月6日(月) ～ 9月30日(水)

視聴
方法

お客さまご自身のスマートフォン等で、二次元コードを読み取りご視聴ください。
（通信料はお客さまのご負担となります。Wi-fi環境推奨。）

動画は約26分です。

動画視聴は
こちらから

https://www.dai-ichi-
life.co.jp/tips/chiikikouken/14.html
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あなたなら、最後に何を遺しますか？

Q 奏琉さんは何を遺したかったのでしょうか？

Q 中山さんは、今、何を伝えたいですか？

～ご遺族（ご両親）にお話を伺いました ～

奏琉が最後に何を伝えたかったのか、そのすべてを理解することは難しいかもしれません。
しかし、幼い頃からどんなことにも一生懸命だった奏琉の姿勢は、癌を患ってからも決して変
わりませんでした。つらい治療やリハビリの最中も、サークル活動やアルバイトに打ち込み、
弱音を吐くことなく最後まで全力で生き抜き、そして何より自分の人生を楽しんでいました。
そんな奏琉の姿から、私は、家族や友人の存在、そして「生きている」という当たり前の日常
が、いかに貴重でかけがえのないものであるかを教えられたように思います。
この度はがんセンターや病院などへ、本当に多くの寄付をお寄せいただきました。

皆様の温かい善意が今後も続き、病気の治療や研究の進歩に役立てていただけるならば、奏琉
の駆け抜けた短い人生も、未来の誰かを救う大きな意味を持つものになると信じています。

まさか自分の息子が癌で亡くなるなど、当時は思いもしませんでした。
治療法のない希少がんであり、本人が味わった心身の辛さや無念さを、
親としてただ見守ることしかできなかったことは、本当に辛く、悲しく、
無念でなりません。
今後、これから多くの夢や楽しい未来を控えている若い命が、このよ

うに病によって失われることがないよう、医学の進歩を心より切に願っ
ております。
そして私自身は、日々たくさんのことに感謝しながら、奏琉のように

一生懸命、そして楽しく生きていこうと思います。
C26-308-0025（2026.7.2）



2025年10月24日(金) 北海道新聞 朝刊 本紙 全道面 社会 29ページ


